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県教委は2024年６月に実施した勤務実態調査の結果を公表しました。2022～2024年度の「３年間で
月当たりの時間外在校等時間を15%以上削減する」という目標は達成したものの、「月80時間を超える
教職員ゼロ」という目標は今年も達成することができませんでした。

　県教委は、「余剰時数や登下校時刻の見直し、部活動を含
めた最終下校時刻の前倒しにより、時間外在校等時間の削
減が図られている」と述べています。月当たりの時間外在校
等時間については、昨年度から小学校で8.7時間、中学校で7.4
時間減少しており、一定の効果が確認されました。しかし、
週休日（土・日）に業務に従事する教職員の割合は中学校
で40.6%と昨年と比べて減っているものの、小学校におい
ては19.8%とむしろ増加傾向にあります。また、調査には
持ち帰り業務の時間が含まれないことを考慮すると、教職
員の実際の負担が大きく減少したとは言えない状況です。

　「秋季組織拡大行動期間」のとりくみとして、今年は10月15日を「県内一斉行動日」と
しています。2022～2024年度採用の未加入者も誘い、長時間勤務の縮減や労働環境改善
について話し合う職場会を開催しましょう。
　また、分会の未加入者にむけて、同じ分会の組合員が寄せ書きをしたメッセージカー
ドを渡して加入をすすめるとりくみをしています。今年度のメッセージカードも、分会の組合員がメッセージを記入する欄
に加え、同年代の仲間が組合に加入していることがわかるように県内各地の青年部員の手書きメッセージを印刷したデザイ
ンになっています。分会に送付されたメッセージカードを活用し、対象の未加入者に声かけをおこないましょう。

　県教委が「学校における働き方改革重点取組」に掲げた、
「３年間で月当たりの時間外在校等時間を15%以上削減す
る」という目標は、2019年比で小学校で21.4%、中学校で
37.8%の削減が実現したことで達成されました。しかし、「時
間外在校等時間が月80時間を超える教職員の割合を０にす
る目標」は未達成で、小学校で2.2%、中学校で6.2%の教職
員が月80時間を超えて業務に従事しています。そもそも月
45時間、年間360時間の上限を超えなければいいというもの
ではありません。教職員の命と健康を守るためにも、さら
なる業務の精選と、教職員の増員がもとめられます。

小・中学校で過労死ライン超え、未だ解消されず

職場会を開催しよう！
メッセージカードで未加入者に声かけを

月80時間超 0人 未達成

年度 小学校 中学校

2019年 10.2％ 38.1％

…

2022年 8.1％ 28.0％

2023年 5.6％ 15.6％

2024年 2.2％ 6.2％

■�月当たりの時間外在校等時間が80
時間を超える者の割合

15%削減目標達成

年度 小学校 中学校

2019年 52.3時間 70.3時間

…

2022年 49.6時間 61.0時間

2023年 49.8時間 51.1時間

2024年 41.1時間 43.7時間

■�月当たりの時間外在校等時間※１

※１：延べ時間外勤務時間数÷調査対象者数

小・増加　中・横ばい傾向続く

年度 小学校 中学校

2019年 14.8％ 40.8％

…

2022年 15.4％ 46.2％

2023年 19.3％ 42.7％

2024年 19.8％ 40.6％

■�週休日（土・日）に業務に従事した
者の１日当たりの割合※２

※２：延べ土日従事者数÷（調査対象者数×週休日数）
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県内一斉行動

県教委
勤務実態調査
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市町村実態調査 教師業務アシスタント配置に地域差
県教組が実施した「2024年度市町村実態調査」から、教師業務アシスタントの配置について、県の配
置基準で示された配当時間や配置人数を下回る市町村があることが明らかになりました。一方で、自治
体の費用を活用して配当時間や配置人数を増やしている市町村も半数近くあり、地域によってとりくみ
に差があることが分かりました。

　教師業務アシスタントについては、県教委が配置基準に
もとづき市町村教委に全校配置分を予算措置していますが、
実際の市町村の配置数は343校分にとどまり、41校が未配
置の状況です（2024年７月時点）。例えば、玉野市では21
校中12校、赤磐市では17校中９校、新見市では20校中10校
が未配置となっています。
　一方で、倉敷市や津山市など、いくつかの自治体では県
の予算に加えて市費を活用し、独自に１校あたりの配置人
数を増やしたり、配当時間を拡大したりしており、地域に
よって配置状況に差が生じていることが分かりました。

　教師業務アシスタントの配置については、市町村教委の
判断で全校に配置しないことも選択でき、そこで生み出さ
れた予算を他の教師業務アシスタントに割り振り、配当時
間を増やすこともできます。しかし、県教組には、未配置
校の組合員から教師業務アシスタントの配置をもとめる声
も届いています。今後も県教委に対し、教師業務アシスタ
ントの配当数の拡充や配置基準の緩和をもとめるとともに、
各市町村教委にも、配置拡充を要求していきます。

県教委配当 市町村実態調査より
単独校 兼務校 計 単独校 兼務校 計 配当時間・配置人数 等

玉野市 ５ 16 21 ５ ４ ９ 年875時間５校５人、年262時間４校２人、12校未配置
備前市 ２ 13 15 ― ― 15 年800～1575時間以内で全校配置

瀬戸内市 ５ ７ 12 ６ ６ 12 １日６時間×36週、１校２人・５校５人・６校３人
赤磐市 ７ 10 17 ８ ０ ８ 週30時間×35週（年1050時間）、８校８人、９校未配置
和気町 ２ ３ ５ ３ ２ ５ ３校３人、２校１人

吉備中央町 １ ９ 10 ０ 10 10 年182～296時間（小学校）・年875時間（中学校）、10校３人
倉敷市 67 19 86 ― ― 86 週25時間または週７時間30分、全校配置
笠岡市 ５ 17 22 ８ 10 18 １日７時間５校５人・10校５人置、１日５時間３校３人、４校未配置
井原市 ４ 14 18 ６ 12 18 １日５時間（年875時間）、６校６人、12校６人
総社市 10 ７ 17 12 ３ 15 年875時間（小規模校年262時間）、12校12人、３校兼務３人、２校未配置
浅口市 ５ ５ 10 10 ０ 10 年925時間５校５人、年875時間５校５人
早島町 ２ ０ ２ ２ ０ ２ １日５時間、２校２人
里庄町 ３ ０ ３ ３ ０ ３ １日５時間×35週（年875時間）、３校３人
矢掛町 １ ７ ８ ２ ６ ８ １日５時間×35週（年875時間）、２校２人、６校３人

高梁市 ３ 17 20 ３ 16 19 １日５時間×35週（年875時間）３校３人、１日３時間週３日×35週（年
262時間）16校８人、１校未配置

新見市 ２ 18 20 10 ― 10 10校11人、10校未配置
津山市 16 19 35 16 19 35 年875時間16校18人、年300時間19校26人
真庭市 ６ 20 26 ６ 17 23 年875時間６校６人、年262.5時間17校13人、３校未配置
美作市 ４ ９ 13 ― ― 13 １日３～５時間（年262～875時間）、全校配置
新庄村 ０ ２ ２ ０ ２ ２ ２校１人
鏡野町 ２ ４ ６ ２ ４ ６ 年735時間１校１人、年525時間４校２人、年875時間１校１人
勝央町 ２ １ ３ ０ ３ ３ １日６時間（年210日）１校１人、１日５時間（年210日）２校２人
奈義町 １ １ ２ ２ ０ ２ １日５時間（年1,000時間）１校１人、１日2.5時間（年300時間）１校１人

西粟倉村 ０ ２ ２ ０ ２ ２ ２校１人
久米南町 ０ ４ ４ １ ３ ４ 週22.5時間３校１人、週7.5時間１校１人
美咲町 ３ ２ ５ ３ ２ ５ 年875時間３校、年262時間２校

計 158 226 384 108 121 343

※市町村実態調査　　�６月に県教組が各市町村教委に対し、市町村における教職員の勤務条件や勤務環境・教育条件
整備の状況等に関するアンケートを送付し、７月までに回答を得たもの。

※県教委の配置基準　教員数15人以上 単独配置（年間875時間）・教員数14人以下 兼務配置（年間262時間）
※教員数　　　　　　�主幹教諭、指導教諭、教諭、講師（常勤）、養護教諭、養護助教諭、栄養教諭、学校栄養職員

のうち県費負担教職員の人数
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育休カフェ 育休からの復職を応援！
県教組は、７月30日と９月６日に「育休カフェ」を開催しました。今年度は第１回をオンライン形式、
第２回を対面形式で開催しました。参加者は、育休から復帰した先輩組合員から、復職までの準備や復
職後の仕事や家庭の様子を聞いたり、県教組執行委員から「仕事と育児の両立支援制度」と「教育に関
する最新情報」についての説明を受けたりしました。

　第２回「育休カフェ」は、育児短時間勤務を活用してい
る新谷冴子さん（岡山支部福島小分会）が講師を務め、復
職後の生活や仕事と育児の両立方法について話されました。
講師の体験談を聞いた後、参加者はそれぞれの悩みや疑問
を講師に質問したり、日頃の育児や復帰後の生活について
グループごとに情報交換をおこなったりしました。

　第１回「育休カフェ」は、育児短時間勤務経験者の浅沼
恵美さん（総社支部清音小分会）と、フルタイム復職者の
片岡成子さん（総社支部山手小分会）を講師にお迎えし、
復職にむけて準備したことや、職場との相談時期、保育所
入園までの流れやポイントについて、それぞれの立場から
お話をいただきました。その後、参加者は講師へ質問をし
たり、復職に関わる情報等をお互いに共有したりしました。

参加者アンケートより
・なかなか実体験を聞く機会がないので、講師の方のお話はとても参考になりました。 
・実際の体験談をお話しいただき、イメージがもちやすく、わかりやすかったです。
・困ったことがあれば相談させていただきたいです。その窓口があると思うだけで、とても心強いです。
・�すごく細かいところまで資料に載せて下さっていて、知りたかったことがたくさん知れて本当にあ

りがたかったです。不安に感じていることを他の先生方と共有することで、自分は１人じゃないと
安心することもできました。

・�紙面だけでは分からない制度や実際に復帰された先生の働き方をリアルな声で聞けたのはとても良
かったです。育休中には絶対に参加してほしい企画でした！周りの先生方にも広めていきたいです！

・�育休が明けて実際に仕事をされている方の生活がわかってよかったです。託児があったので、自分
自身のことをゆっくりと考える時間ができて本当に助かりました。
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有担保住宅ローン【固定金利選択型】

〈
ろ
う
き
ん
〉は

と
こ
と
ん
！

据
置
き
金
利
!!

※借換推進強化期間中でも今後の市況変動により、金利が上昇する場合があります。

〈ろうきん〉は、良質な金融商品・サービスの継続的な提供を通じて、
全ての勤労者やその家族が生涯にわたり安全・安心・豊かに暮らせる社会づくりを進めます。

https://www.chugoku.rokin.or.jp/

中国ろうきん 検索

しかも
10年間続

く

この金利!

ろうきん住宅ローンwith（自由設計）

住
宅
ロ
ー
ン

借
換
え
る
な
ら
今
!!

ご融資
限度額

お使い
みち

ご返済
期間最高1億円 最長

住宅取得関連資金、
他金融機関等の住宅ローンからの借換え

40年

10年
固定

基準金利（年利）3.00％

年利

％％％０.８５０.８５０.８５
く
わ
し
く
は

こ
ち
ら

２０２
４年９月１日

２０２
４年１２

月３１日

日

火

適用金利

※審査の結果、ご融資できないなど、ご希望に添えない場合がございますので、あらかじめご了承ください。　※くわしい説明書が必要な方は店頭へお申し出ください。　

「固定金利選択型」とは、一定期間、固定金利が適用される商品です。

●取扱手数料は、ご融資の資金使途に含めることができます。
※6カ月以内に融資金を全額返済された場合は、取扱手数料を全額お返しいたします。 

[取扱手数料]

〈ろうきん〉有担保住宅ローン（固定金利選択型）

●融資口座について／住宅資金以外の借入れをご希望の場合、融資口座は2口座となります。 　●お申込条件／〇保証機関の保証が受けられる方　〇前年の税込年収が150万円以上の方　〇申込時の年齢が満18歳以上で完済時年齢が満81歳未満の方　●ご返済方法／元利
均等毎月返済または元利均等毎月・ボーナス併用返済　●担保／融資対象不動産（原則として第１順位の抵当権を設定いたします）　●保証／（一社）日本労働者信用基金協会　※保証料は〈ろうきん〉が負担いたします。　●団体信用生命保険／最高1億円まで（融資残高の範
囲内）となります。　※団体信用生命の保険料は〈ろうきん〉が負担いたします。　※夫婦連生団信を付保される場合は、住宅ローン貸出金利に年0.10％を上乗せした金利を適用いたします。がん団信を付保される場合は、住宅ローン貸出金利に年0.10％を上乗せした金利を適
用いたします。夫婦連生がん団信を付保される場合は、住宅ローン貸出金利に年0.20％を上乗せした金利を適用いたします。ろうきんオールマイティ保障型団信を付保される場合は、住宅ローン貸出金利に年0.20％を上乗せした金利を適用いたします。引受緩和団信を付保
される場合は、住宅ローン貸出金利に年0.30％を上乗せした金利を適用いたします。
●火災保険（共済）／お客さまのご負担で任意の火災保険（共済）に加入していただくこととなります。なお、融資条件により火災保険（共済）に第１順位の質権を設定する場合があります。　
●手数料（税込）／①繰上返済手数料：無料（ただし他金融機関等へ借換えの場合は、別途55,000円の手数料が必要です）
　　　　　　　　②有担保住宅ローン取扱手数料（以下、取扱手数料という）　
○1号・3号会員または4号特例会員構成員の方★…33,000円　※なお、当該事業体に勤務する管理職の方を含みます。　
○有担保住宅ローンをご利用中の方が再利用する場合・・・33,000円
○上記以外の方・・・融資額×2.20％（住宅資金以外の借入れがある場合、融資額は2口座の合計といたします）
●他金融機関等の借換えについて／住宅ローンのお申込人および予定連帯債務者の名義の借入れに限ります。

★1号・3号会員、4号特例会員の構成員とは？
当金庫に出資のある、①労働組合（1号会員）、②国家公務員・地方公務員等の団体（3号会員）、③勤労者のための福利共済
活動を目的とする職域団体のうち、4号特例会員に認定されている団体の構成員の方です。
※くわしくは〈ろうきん〉までお問い合わせください。

※再特約時に変動金利を選択した場合は、「再特約時差し引き金利
（年利1.00％）」は対象となりません。

再特約時の基準金利から年利1.00％を差し引いた
金利でご利用いただけます!

※金利は毎月見直しを行います。 ※現在の基準金利は店頭へお申し出ください。

0.85% 1.15%
※〈ろうきん〉とのお取引等により、基準金利から金利を差し引かせていただきます。

年利年利
10年固定

住宅資金 住宅資金
以外

※特約期間中は固定金利となります。お借入れ当初の特約期間は融資日から初回の約定返済日を起点とし、10年後
の応当日の1カ月前の約定返済日までとなります。

適用金利となる
金利差し引き
項目はこちら

住宅以外の
夢も広がる!

返済期間を
自由設計!※

〈ろうきん〉で借換えることで、現在返済中の
ローンの負担を軽減できるかも！ 新規購入にも使えて便利！

住宅資金以外の返済期間
【 10 年固定の場合 】
 10年～設定可
※住宅資金の返済期間内で設定いただけます。

①他金融機関等でご利用中
　の各種ローン

②家具・家電・自動車
　関連費用

有担保住宅ローンを新規ご契約の方は

年利
住宅資金以外に
使える！ までをまでを最高

でご利用
いただけます!500万円

特約期間終了後、固定
金利選択型（3年・5年・
10年固定）を再特約す
る場合の適用金利は？

住宅資金以外
上記①＋②の
合計500万円以内

合計
1億円以内

住宅
資金

ご融資限度額

※住宅資金以外の借入れをご希望の場合、融資口座は2口座となります。

2024年9月1日現在


